
主
催
者
を
代
表
し
て
、
菊
池

仁
静
岡
県
春
闘
共
闘
会
議
議
長

（
県
評
議
長
）
は
、
岸
田
政
権

の
大
軍
拡
・
大
増
税
に
つ
い
て
、

「
国
を
守
る
な
ら
国
民
生
活
を

守
る
た
め
の
政
治
を
行
う
こ
と

が
政
治
の
役
目
だ
」
と
批
判
。

「
５
０
０
兆
円
以
上
あ
る
大
企

業
の
内
部
留
保
を
使
い
大
企
業

は
率
先
し
て
賃
上
げ
す
べ
き
だ
」

と
強
調
。
「
今
こ
そ
た
た
か
う

労
働
組
合
の
出
番
」
と
述
べ
安

易
に
妥
協
せ
ず
納
得
で
き
る
ま

で
広
範
な
労
働
者
・
国
民
と
共

に
た
た
か
お
う
と
訴
え
ま
し
た
。

高
教
組
、
ユ
ー
コ
ー
プ
労
組
、

静
岡
地
区
労
連
が
春
闘
の
取
り

組
み
と
決
意
表
明
を
行
な
い
ま

し
た
。
最
後
に
今
春
闘
で
の
３

つ
の
課
題
（
大
幅
賃
上
げ
・
岸

田
政
権
の
大
軍
拡
阻
止
・
医
療
・

公
衆
衛
生
や
公
務
・
公
共
体
制

の
拡
充
、
社
会
保
障
の
充
実
）

の
勝
利
を
目
指
す
ア
ピ
ー
ル
文

を
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
繁
華
街
を

「
物
価
高
騰
を
上
回
る
大
幅
賃

上
げ
を
実
現
し
よ
う
」
な
ど
と

コ
ー
ル
し
て
ア
ピ
ー
ル
行
進
し

ま
し
た
。

23
国
民
春
闘
静
岡
西
部
決

起
集
会
は
2
月
19
日
浜
松
市

東
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
65
名
で

し
た
。
主
催
者
挨
拶
で
西
部
地

区
労
連
の
堀
内
議
長
は
「
異
常

な
物
価
高
で
生
活
は
大
変
厳
し

い
。
政
府
に
頼
っ
て
も
大
幅
賃

上
げ
は
実
現
し
な
い
。
闘
っ
て

勝
ち
取
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
来
賓
挨
拶
で
望
月
静
岡

県
評
副
議
長
は
「
賃
上
げ
は
非

２
月
11
日
に
第
44
回
ト
ヨ

タ
総
行
動
が
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
入
る
名
古
屋
駅
前
の

超
高
層
ビ
ル
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

ス
ク
エ
ア
前
で
は
地
元
参
加
者

含
め
１
０
０
名
が
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
宣
伝
行
動
を
し
ま
し
た
。

静
岡
県
評
か
ら
星
川
副
議
長
な

ど
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
は
内
部
留
保
30

兆
円
と
コ
ロ
ナ
禍
で
も
着
実
に

業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
愛

労
連
の
西
尾
議
長
は
「
物
価
高

騰
で
国
民
の
生
活
は
大
変
厳
し

い
状
況
だ
。
非
正
規
を
含
め
た

賃
金
の
底
上
げ
は
急
務
だ
。
皆

で
声
を
上
げ
よ
う
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
全
労
連
の
黒
澤
事
務

局
長
は
「
大
企
業
の
内
部
留
保

は
５
０
０
兆
円
以
上
、
ト
ヨ
タ

は
30
兆
円
だ
。
ト
ヨ
タ
な
ど

大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
と
ら

せ
、
下
請
け
に
還
元
さ
せ
よ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
地
元
の
名

古
屋
市
職
労
や
愛
知
国
公
な
ど

の
組
合
員
が
「
大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
ろ
う
」
と
決
意
表
明
し

ま
し
た
。
最
後
に
名
古
屋
駅
前

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
入
る
高
層
ビ

ル
周
辺
を
ア
ピ
ー
ル
行
進
し
ま

し
た
。
県
評
か
ら
の
参
加
者
も

「
ト
ヨ
タ
は
内
部
留
保
を
還
元

せ
よ
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
訴
え
ま
し
た
。

全
国
一
斉
「
労
働
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
2
月
27
日
、

沼
津
・
静
岡
・
浜
松
の
３
会
場

に
て
実
施
し
ま
し
た
。
労
働
相

談
員
13
人
が
参
加
。
相
談
件

数
は
９
件
で
解
雇
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
労
働
条
件
切
り
下
げ
な

ど
で
し
た
。
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ

が
取
材
に
入
り
河
合
相
談
室
長

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
「
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
に
対
し
経

営
者
・
労
働
組
合
・
労
働
者
そ

れ
に
行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
話
し

ま
し
た
。
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〒420-0851

静岡市葵区黒金町55番地
交通ビル3階

TEL 054-287-1293 FAX 054-286-7973
Eﾒｰﾙ kenpyo@cy.tnc.ne.jp
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県評しずおか

23
春
闘
決
起
集
会

2
月
19
日
春
闘
で
の
大
幅
賃
上
げ
を
目
指
し
、
静
岡
・

浜
松
市
に
お
い
て
春
闘
決
起
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

静
岡
で
は
強
風
と
雨
の
中
65
人
が
集
ま
り
春
闘
勝
利
に

向
け
商
店
街
を
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
行
進
。
浜
松
会
場
も

65
人
が
参
加
。
23
日
に
は
沼
津
市
で
も
同
様
の
集
会
が

行
わ
れ
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

強風と雨の中23春闘を元気にたたかっていこうと挨拶する菊池議長
＝2月19日、青葉緑地

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委

員
会
は
3
月
2
日
、
10
％
の
賃

上
げ
で
物
価
高
騰
か
ら
生
活
を

大
幅
賃
上
げ
を
求
め
て

名
古
屋
駅
前
を
デ
モ
行
進
！

第
44
回
ト
ヨ
タ
総
行
動

2月6日にトルコとシリアを襲った巨
大地震。震源に近いトルコ南部の都市
では多くの建物が倒壊し、両国の犠牲
者の数は5万人を超える（2月23日現在）
大惨事となっています。
静岡県評は、2月21日・22日の両日

静岡駅地下道で「トルコ・シリア地震
被災者支援緊急カンパ」に取り組みま
した。両日で併せて１２万６９８３円
のカンパが集まりました。
取り組み状況をTwitterに掲載した

ところ早速、全労連友好ナショナルセ
ンターのトルコ進歩労働組合連合から
お礼のコメントが寄せられました。ま
た単産・地域労連にカンパの訴えを発
出しています。皆さんカンパへのご協
力をお願いします。

支援者救済は
労働組合運動の原点

トルコ・シリア地震被災者
緊急支援活動

正
規
労
働
者
を
含
め
た
底
上
げ

が
大
事
だ
。
春
闘
で
最
低
賃
金

の
1
５
０
０
円
以
上
を
目
指
そ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
12
の
労

組
、
団
体
が
賃
上
げ
、
労
働
条

件
改
善
に
向
け
て
決
意
表
明
し

ま
し
た
。
堀
内
西
部
地
区
労
連

議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
の
後
、

ア
ピ
ー
ル
に
移
り
ま
し
た
。
小

雨
交
じ
り
と
な
り
ま
し
た
が
参

加
者
は
浜
松
駅
ま
で
ア
ピ
ー
ル

行
進
し
ま
し
た
。
望
月
県
評
副

議
長
も
浜
松
市
街
を
「
最
低
賃

金
は
１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

ろ
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

し
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

守
る
こ
と
や
、
最
低
賃
金
全
国

一
律
制
の
実
現
な
ど
を
求
め
、

東
京
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
決

起
集
会
・
ア
ピ
ー
ル
行
進
や
要

請
行
動
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

決
起
集
会
で
小
畑
雅
子
全
労

連
議
長
は
「
8
日
の
統
一
回
答

日
に
向
け
、
国
民
春
闘
は
正
念

場
だ
。
賃
上
げ
の
世
論
を
広
げ

最
低
賃
金
の
再
改
定
、
公
務
員

賃
金
の
臨
時
勧
告
を
求
め
る
。

併
せ
て
、
軍
拡
・
増
税
で
な
く

憲
法
を
活
か
し
、
社
会
保
障
の

拡
充
を
求
め
る
共
同
を
広
げ
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
国
会
ま

で
ア
ピ
ー
ル
行
進
を
行
っ
た
後
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
実
現
・

裁
量
労
働
制
の
拡
大
反
対
・
無

期
転
換
逃
れ
の
雇
止
め
阻
止
を

掲
げ
て
、
署
名
提
出
や
議
員
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

静
岡
県
評
か
ら
は
、
上
野
事

務
局
長
と
榊
原
事
務
局
次
長
が

参
加
し
、
静
岡
県
内
の
各
単
産

（
自
治
労
連
・
保
育
労
組
・
自

交
総
連
・
ユ
ー
コ
ー
プ
労
組
・

全
教
）
か
ら
も
多
く
の
仲
間
が

参
加
し
多
彩
な
行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

大
幅
賃
上
げ
で

暮
ら
し
改
善
を

国
民
春
闘
中
央
行
動

全
国
一
斉

労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

開
催

静
岡
駅
地
下
道
で
募
金

活
動
に
取
り
組
む
菊
池
議

長
・
上
野
事
務
局
長

西
部
地
区

決
起
集
会

西 部 地 区 労 連 の 仲 間

統一地方選挙の日程
4月9日(日)投票 静岡県会議員選

静岡・浜松市長選 浜松市議選

4月23日(日)投票 富士宮市長選

清水町 小山町 吉田町町長選

沼津市 熱海市 三島市 富士宮市 富士市

下田市 湖西市他６町の議員選

棄権せず必ず投票に行こう

商
店
街
を
ア
ピ
ー
ル
行
進

す
る
集
会
参
加
者

ア
ピ
ー
ル
行
進
の
模
様

黒
澤
全
労
連
事
務
局
長



今
年
の
ビ
キ

ニ
デ
ー
は
４
年

ぶ
り
の
リ
ア
ル

開
催
と
な
り
ま

し
た
。

戦
争
と
平
和

を
め
ぐ
っ
て
世

界
の
緊
張
が
続

く
も
と
で
の
開

催
と
な
り
ま
し

た
。
「
ロ
シ
ア

は
侵
略
を
や
め

よ
」
「
核
兵
器

を
使
う
な
」
な

ど
反
核
・
戦
争

反
対
の
世
論
を

高
め
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
を

求
め
る
声
を
大
き
く
、
核
兵
器

禁
止
条
約
を
力
に
核
兵
器
の
禁

止
、
廃
絶
の
流
れ
を
加
速
し

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
す

る
た
め
に
、
世
界
と
と
も
に
行

動
を
開
始
す
る
機
会
と
な
り
ま

す
。主

催
者
挨
拶
し
た
静
岡
県
原

水
爆
被
害
者
の
会
の
石
原
洋
輔

会
長
は
「
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー

集
会
を
国
民
平
和
大
行
進
、
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
跳
躍
台

と
し
て
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実
行

委
員
会
・
運
営
委
員
会
の
野
口

邦
和
共
同
代
表
は
主
催
者
報
告

で
「
日
本
政
府
に
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
を

テ
コ
に
日
本
政
府
が
核
の
傘
か

ら
脱
却
し
禁
止
条
約
に
署
名
・

批
准
す
る
よ
う
迫
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

メ
イ
ン
企
画
は
「
ビ
キ
ニ
水

爆
被
災
69
年
た
た
か
い
は
終

わ
ら
な
い
」
と
し
て
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
事
務
局

次
長
の
濱
住
治
郎
さ
ん
が
「
岸

田
政
権
が
安
保
３
文
書
を
閣
議

決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
武
力

で
は
人
は
救
え
ぬ
、
命
を
守
る

の
は
、
話
し
合
い
で
あ
る
こ
と

を
私
た
ち
は
78
年
前
に
学
ん

で
い
る
」
と
挨
拶
。

第
５
福
竜
丸
元
乗
組
員
の
大

石
又
七
さ
ん
の
義
妹
、
河
村
恵

子
さ
ん
は
「
又
七
さ
ん
の
遺
志

を
継
い
で
ビ
キ
ニ
事
件
の
語
り

部
と
し
て
生
き
て
い
く
」
と
表

明
。
高
知
の
ビ
キ
ニ
被
災
船
員

の
た
た
か
い
を
全
国
に
発
信
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ア
バ
ッ
カ
・

ア
ン
ジ
ャ
イ
ン
・
マ
デ
ィ
ソ
ン

さ
ん
が
被
害
を
告
発
し
プ
ロ
ダ

イ
バ
ー
で
環
境
活
動
家
の
武
本

匡
弘
さ
ん
が
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

や
沖
縄
・
辺
野
古
の
サ
ン
ゴ
の

海
の
危
機
的
な
状
況
を
報
告
し

「
気
候
の
危
機
と
平
和
の
危
機

は
同
じ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

久
保
山
愛
吉
さ
ん
と
妻
の
す
ず

さ
ん
が
育
て
た
バ
ラ
が
日
本
各

地
で
花
を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
原

水
協
の
代
表
は
「
運
動
の
継
続

こ
そ
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

2
月
26
日
に
静
岡

市
「
あ
ざ
れ
あ
」
に

て
、
浜
岡
原
発
廃
炉
・

日
本
か
ら
原
発
な
く

す
静
岡
県
連
絡
会
が

第
10
回
総
会
と
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
つ
記

念
講
演
で
は
、
産
業

技
術
総
合
研
究
所
主

任
研
究
員
の
歌
川
学

氏
が
「
静
岡
県
の
脱

炭
素
と
地
域
発
展
」

公
害
・
地
球
環
境
問

題
懇
談
会
事
務
局
長
の
長
谷
川

茂
雄
氏
が
「
原
発
回
帰
は
温
暖

化
対
策
と
な
り
う
る
の
か
」
と

題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
ま
し

た
。岸

田
政
権
は
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定

し
て
、
原
発
再
稼
働
を
急
ぐ
と

と
も
に
、
原
則
40
年
と
定
め

ら
れ
た
原
発
の
運
転
期
間
を
最

大
60
年
超
に
延
長
す
る
こ
と

や
、
次
世
代
炉
に
よ
る
原
発
の

新
増
設
に
踏
み
込
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
講
演
内
容
に
よ
り
岸

田
政
権
の
Ｄ
Ｘ
施
策
が
誤
り
で

あ
る
事
が
鮮
明
と
な
り
ま
し
た
。

原
発
推
進
の
理
由
と
し
て
電
力

不
足
や
気
候
変
動
対
策
を
あ
げ

て
い
ま
す
が
電
力
量
が
足
り
な

い
の
で
は
な
く
、
時
間
帯
や
地

域
に
よ
っ
て
過
不
足
が
あ
る
の

で
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
の
は

電
力
会
社
間
の
広
域
連
携
や
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
で
十
分
対
応
可

能
で
す
。
ま
た
「
革
新
型
軽
水

炉
」
の
導
入
は
建
設
に
時
間
が

か
か
り
気
候
変
動
対
策
で
目
標

と
す
る
２
０
３
０
年
の
削
減
に

は
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
建

設
費
も
従
来
の
軽
水
炉
の
５
倍

か
ら
10
倍
か
か
り
発
電
コ
ス

非
常
勤
講
師
の
大
量
雇
止
め

に
対
し
撤
回
を
求
め
集
団
提
訴

し
て
い
た
東
海
大
学
教
職
員
組

合
に
対
し
大
学
か
ら
、
河
合
静

岡
支
部
長
の
雇
止
め
撤
回
の
通

知
が
2
月
6
日
に
届
き
ま
し

た
。河

合
支
部
長
ら
は
昨
年
11

月
に
東
京
地
裁
に
8
人
で
提

訴
。
続
い
て
3
人
が
第
二
次

提
訴
し
地
裁
で
の
裁
判
闘
争
を

進
め
て
い
ま
す
。

2
月
6
日
付
け
で
河
合
支

部
長
に
届
い
た
文
書
に
は
解
雇

撤
回
と
と
も
に
お
詫
び
の
言
葉

も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
河

合
支
部
長
は
「
原
告
全
員
の
雇

止
め
で
は
な
い
が
、
先
行
し
契

約
を
受
け
る
こ
と
で
前
に
進
め

る
。
労
働
組
合
で
た
た
か
っ
て

き
た
成
果
で
あ
り
全
員
の
撤
回

ま
で
粘
り
強
く
た
た
か
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。
静
岡
県
評
は
こ

の
間
ス
ト
ラ
イ
キ
支
援
や
周
辺

へ
の
ビ
ラ
配
布
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
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２
月
16
日
、
定
例
研
究
会

が
開
催
さ
れ
「
雇
用
の
調
整

弁
と
し
て
の
非
常
勤
講
師
|

労
働
実
態
と
今
後
の
展
望
」

と
題
し
て
、
天
池
洋
介
氏

（
岐
阜
大
学
等
非
常
勤
講
師
）

が
報
告
し
ま
し
た
。

非
常
勤
講
師
の
労

働
実
態
と
し
て
は
、

賃
金
は
１
コ
マ
（
90

分
の
授
業
）
１
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
15
回
で
15
万
円
と

な
り
、
年
収
２
０
０

万
円
を
稼
ぐ
に
は
、
年
間
13

科
目
を
担
当
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
労
働
時
間
と
し
て

は
90
分
の
授
業
以
外
に
授
業

準
備
や
採
点
な
ど
の
労
務
が

あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
１
万

円
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
形
態
と
し
て
は
、
授
業

の
開
講
期
間
に
あ
わ
せ
多
く

が
半
年
契
約
で
す
。
夏
と
冬
、

春
の
長
期
休
暇
中
は
授
業
が

な
い
た
め
無
収
入
と
な
り
ま

す
。
社
会
保
険
は
未
加
入
で

す
。
大
学
の
集
中
す
る
首
都

圏
、
関
西
圏
は
非
常
勤
講
師

と
し
て
生
活
が
成
り
立
ち
や

す
い
が
、
地
方
は
大
学
間
の

距
離
が
遠
い
た
め
に
、
１
日

に
１
コ
マ
を
担
当
す
る
の
が

精
い
っ
ぱ
い
で
す
。
「
良
い

授
業
を
し
た
い
」
と
い
う
思

い
の
非
常
勤
講
師
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
大
学
の
授
業
の

１
／
３
ほ
ど
を
非
常
勤
講
師

が
担
当
し
て
お
り
、
も
は
や

基
幹
的
な
労
働
力
と
言
っ
て

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
非
常

勤
講
師
は
専
任
教
員
と
同
じ

仕
事
を
し
て
い
な
が
ら
、
専

任
教
員
に
な
る
道
を
閉
ざ
さ

れ
て
お
り
、
都
合
よ
く
解
雇

さ
れ
る
た
め
「
雇
用
の
調
整

弁
」
と
い
う
認
識
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
と

し
て
は
、
非
常
勤
講
師
組
合

の
他
に
、
大
学
に
お
け
る
労

働
組
合
が
あ
り
ま
す
が
、
非

常
勤
講
師
は
規
約
に
よ
っ
て

加
入
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
岐
阜

大
学
で
は
非
常
勤
講
師
を
積

極
的
に
組
織
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
大
学
型
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
忙
し
い

常
勤
教
員
の
抱
え
て
い
る
授

業
を
、
コ
マ
が
足
り
な
い
非

常
勤
講
師
に
融
通
す
る
こ
と

で
、
非
常
勤
講
師
の
生
活
を

支
え
る
も
の
で
す
。

〔２〕

2
月
27
日
全
国
一
斉
労

働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が

中
部
で
は
静
岡
地
区
労
連

事
務
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
の

相
談
が
あ
っ
た
の
を
契
機

に
、
会
場
に
い
た
ロ
ー
カ

ル
ユ
ニ
オ
ン
静
岡
の
メ
ン

バ
ー
が
適
応
障
害
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
は
証
明
が
難

し
い
と
い
う
問
題
が
常
に

あ
り
ま
す
。
団
体
交
渉
や

労
災
申
請
で
の
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
一
つ
の
視
点
と

し
て
、
適
応
障
害
と
う
つ

病
の
違
い
が
問
題
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
2
つ
は
抑

鬱
症
状
、
倦
怠
感
、
不
眠

症
状
等
表
れ
が
似
て
い
て
、

素
人
に
は
区
別
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
精
神
科
医
師
に
よ
る

と
適
応
災
害
は
専
ら
外
部

よ
り
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ

て
生
じ
、
う
つ
病
は
外
部

ス
ト
レ
ス
以
外
に
、
内
的

な
ス
ト
レ
ス
（
性
格
・
加

齢
・
病
気
な
ど
）
も
関
係

し
て
い
る
。

だ
か
ら
外
的
ス
ト
レ
ス

を
取
り
払
う
と
適
応
障
害

な
ら
快
方
に
向
か
う
。
私

た
ち
の
議
論
に
と
っ
て
有

効
な
の
は
、
適
応
障
害
は
、

そ
れ
が
取
り
払
わ
れ
れ
ば

軽
快
に
向
か
う
こ
と
。
例

え
ば
仕
事
を
休
ん
で
軽
快

し
て
い
る
の
な
ら
外
的
ス

ト
レ
ス
は
仕
事
（
業
務
）

で
あ
っ
た
と
推
定
し
う
る
。

精
神
科
医
は
患
者
の
話
を

聞
き
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
よ
う
な
テ
ス
ト
を
行

う
な
ど
に
よ
っ
て
か
な
り

の
確
か
ら
し
さ
で
業
務
起

因
性
な
ど
が
判
断
で
き
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

こ
れ
は
医
学
的
な
判
断
な

の
で
医
師
の
意
見
書
が
客

観
的
な
証
拠
と
扱
え
る
可

能
性
（
単
な
る
水
掛
け
論

に
終
わ
ら
せ
な
い
）
を
示

し
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
や
は
り
客
観
証

拠
の
強
み
は
決
定
的
で
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
は
録
音
、
詳

細
な
メ
モ
を
取
る
な
ど
の

工
夫
が
必
要
だ
と
い
う
話

に
な
り
ま
し
た
。

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.101

大
軍
拡
阻
止
へ
、

核
禁
止
条
約
参
加
へ

米
国
の
水
爆
実
験
に
よ
る
核
被
害
「
ビ
キ
ニ
事

件
」
か
ら
3
月
1
日
で
69
年
を
迎
え
た
核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
る
「
２
０
２
３
年
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
」

が
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
発
な
く
す
静
岡
連
絡
会

第
10
回
総
会

非
常
勤
講
師
の

苦
し
い
実
態

静岡県労働研究所
No.80

ト
に
お
い
て
も
再
エ
ネ
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
高
額
に
な
り
ま
す
。

経
済
的
に
み
て
も
原
発
推
進

は
非
合
理
的
判
断
で
す
。
ま
さ

に
岸
田
政
権
の
Ｇ
Ｘ
施
策
は
、

大
手
電
力
会
社
の
既
得
権
益
を

守
る
た
め
の
も
の
で
し
か
無
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
２
年
度
の

経
過
報
告
・
２
０
２
３
年
度
の

運
動
方
針
・
決
算
・
予
算
・
運

営
委
員
会
・
事
務
局
体
制
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
大
学
教
職
員
組
合

３・１ビキニデー

講師の天池氏

挨
拶
す
る
林
代
表

＝
2
月
26
日
、
あ
ざ
れ
あ

集
会
前
に
行
な
わ
れ
た

墓
参
行
進
（
焼
津
）

サンゴの海を守れ：武本氏の発言模様
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